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　　英国のCreativity Centre所長, Dr. Marilyn Fryer女史の誘いを受けて、2002年9月15-19日に英国Sussex大学で開かれた第一回”Conference of Creativity and Cultural Diversity 2002"に参加した。Sussex大学はロンドンから南へ電車で１時間ほどのBrighton郊外にある。ゆるいV字谷の芝生の上に赤煉瓦の建物が点在するキャンパスは広大であり、一瞬アメリカの大学に来たのかなと錯覚してしまった。この学会は、創造性のみならず、文化的多様性がそのテーマになっていた。参観者は20数カ国から、100人以上の学者、研究者、経営コンサルタント、行政官、アートディレクター、教師等が参加した。アメリカの創造性研究のパイオニアであるSid and Bea Parnes夫妻、ニューヨーク州立大のMorris Stein、さらに欧州の創造性教育の中心にある Arthur Cropley、英国の学校における創造性教育を推進しているMargaret　Talboys女史らがメイン・ゲストであった。プログラムは、初日と最終日を除くと朝9時から夜10時まで長時間にわたり、講演、ワークショップ、美術・音楽の展示・演奏があった。
　Talboys女史の教育改革に関する講演が印象に残った。私の老大国イメージーとは異なり、英国は、National Curriculumの中でいかにして創造性を育てるかの実験教育を100校選定、100校ボランティアで2年前から始めている。そして2003年には総合的な報告書をだし、指導マニュアルを完成して、1000校の公立校で実施する計画が進んでいる。また各学校の実践は視学官（Inspector）が専門的な見地から評価して、個人名入りでホームページで公開している。教師は当然のことながら、生徒一人ひとりの創造性が育ったかどうかをノートや態度やレポート等の客観的な事実に基づいて、評価する必要が起きてくる。カリキュラムや授業計画の立案には熱心でありながら、目標が本当に達せられたかどうかに関する第三者評価システムを持たない日本の教育が見習う点であると強く感じた。

